




















度 研究内容 研究方法分類 作品名 作者
1996 1 ★作品の人物研究 キャラクター研究 『尺には尺を』 シェイクスピア
1996 2 ★作品を当時のプロテスタント　の結婚観や教会法を基に研究 歴史的研究 『尺には尺を』 シェイクスピア
6 小　　林




1996 5 ★キワードによる作品研究　 言語的研究 『間違いの喜劇』 シェイクスピア
1996 6 ★当時の女性作家の文筆意義研　究　 歴史的研究 『エドワード二世の歴史』
エリザベス・
ケアリ
1996 7 ★作品の機知のやりとりに焦点　を当てた研究　 言語的研究 『空騒ぎ』 シェイクスピア
1996 8 ★恋愛喜劇のプロトタイプ研究　　 原型研究
『ヴェローナの
二紳士』 シェイクスピア






1996 11 ★人物に視点を当てた作品研究 キャラクター研究 『あらし』 シェイクスピア










1996 15 ★エリザベス朝の植物誌を手が　かりとした作品研究　　 歴史的研究 『ハムレット』 シェイクスピア



























　日本シェイクスピア協会での 1996 年～ 2005 年（10 年間）の研究発表は
140 あり、その内シェイクスピア作品に関する研究発表が 86 である。残り
54 の発表はシェイクスピア以外の作家やシェイクスピアと共同作業をした作
家、その他の研究発表である。取り上げられた作家を列挙する。
　ウィリアム・シェイクスピア 86 回、作者不詳 3 回、志賀直哉 2 回、クリス
トファー・マーロー 2 回、ジョージ・ピール 2 回、トーマス・ミドルトン 2 回、
8 小　　林
トマス・キッド 2 回、トマス・ノートン 2 回、トマス・サックビル 2 回、ウィ













　喜劇（問題劇 6 回を含む）は 31 回で、その内訳は『十二夜』5 回、『尺に





　詩劇は 4 回で、詩は 2 回取り上げられている。その内訳は『ヴィーナスと






イタス・アンドロニカス』4 回、『リア王』4 回、『マクベス』3 回、『オセロウ』
2 回、『コリオレイナス』１回、『アントニーとクレオパトラ』１回となっている。
2.2.d.　ロマンス劇の場合
　ロマンス劇 21 回の内訳は『冬物語』9 回、『ペリクリーズ』7 回、『テンペスト』
4 回、『シンベリン』1 回となっている。
2.2.e.　歴史劇の場合
　歴史劇は 18 回で、その内訳は『ヘンリー五世』4 回、『リチャード三世』3 回、

















　シェイクスピア作品は史劇 10、喜劇 12、悲劇 11、ロマンス劇 4 と分類で
きるが、上述の研究発表回数と作品数を表にしてみる。 
史劇　１０ 喜劇　12 悲劇　11 ロマンス劇　4












1 演劇意識研究 『アントニーとクレオパトラ』 悲劇
2 演劇的意味研究 『ペリクリーズ』 ロマンス劇
3 ガートルード姦通説研究 『ハムレット』 悲劇
4 語り研究 『マクベス』 悲劇
5 語り研究 『ペリクリーズ』 ロマンス劇
6 喜劇研究 『恋の骨折り損』 喜劇
11シェイクスピア研究の手法
―日本シェイクスピア協会の研究発表より－
7 キャラクター研究 『ベニスの商人』 喜劇
8 キャラクター研究 『ハムレット』 悲劇
9 キャラクター研究 『ロミオとジュリエット』 悲劇
10 キャラクター研究 『ロミオとジュリエット』 悲劇
11 キャラクター研究 『尺には尺を』 問題劇
12 キャラクター研究 『ヘンリー八世』 歴史劇
13 キャラクター研究 『テンペスト』 ロマンス劇
14 キャラクター研究 『冬物語』 ロマンス劇
15 キャラクター研究＋歴史的研究 『ロミオとジュリエット』 悲劇




18 原型研究 『ヴェローナの二紳士』 喜劇
19 原型研究 『ペリクリーズ』 ロマンス劇
20 言語的研究 『ウィンザーの陽気な女房たち』 喜劇
21 言語的研究 『間違いの喜劇』 喜劇
22 言語的研究 『間違いの喜劇』 喜劇
23 言語的研究 『空騒ぎ』 喜劇
24 言語的研究 『リア王』 悲劇




27 言語的研究 『ヘンリー五世』 歴史劇
28 言語的研究＋異性装研究 『お気に召すまま』 喜劇
29 コミュニケーション研究 『十二夜』 喜劇
30 作家研究 Jonson の Shakespeare 観　 　
31 サリカ法の象徴研究 『リチャード二世』『ヘンリー四世一部』『ヘンリー四世二部』『ヘンリー五世』 歴史劇
12 小　　林
32 時間研究 『冬物語』 ロマンス劇
33 宗教と政治の関連性研究 『リチャード三世』 歴史劇
34 出産イメージ研究 『夏の夜の夢』 喜劇
35 上演劇場研究  『十二夜』 喜劇
36 上演研究 『じゃじゃ馬ならし』 喜劇
37 上演研究 『ハムレット』 悲劇
38 上演研究＋キャラクター研究 『リチャード３世』 歴史劇
39 上演史研究 『タイタス・アンドロニカス』 悲劇
40 初版本研究 『リア王』二つのテクスト 悲劇
41 書評研究 『恋の骨折り損』 喜劇
42 種本との比較研究 『冬物語』 ロマンス劇
43 種本比較研究 『十二夜』 喜劇
44 種本比較研究 『リチャード二世』『ヘンリー四世一部』『ヘンリー四世二部』『ヘンリー五世』 歴史劇
45 種本比較研究 『ペリクリーズ』 ロマンス劇
46 知的活動と生殖活動研究 『恋の骨折り損』 喜劇
47 ディスガイズ研究 『冬物語』 ロマンス劇
48 読者層研究 『ヴィーナスとアドゥニス』 詩劇
49 版本研究 『ハムレット』 悲劇
50 版本比較研究 『リア王』　Quarto 悲劇
51 悲劇のすれ違い研究 『ロミオとジュリエット』『オセロウ』『リア王』 悲劇
52 フォーマリスト批評の批判 『ソネット』 詩
53 フォリオ書き込み研究 『ベニスの商人』『お気に召すまま』『終わりよければすべてよし』『冬物語』 　
54 舞台表象研究 『ペリクリーズ』 ロマンス劇
55 翻訳と上演研究 『マクベス』 悲劇
56 メタファー研究 『尺には尺を』 問題劇
13シェイクスピア研究の手法
―日本シェイクスピア協会の研究発表より－
57 森の働き研究 『タイタス・アンドロニカス』 悲劇
58 呼びかけ語研究（言語的研究） 『冬物語』 ロマンス劇
59 歴史記述の疑念検証 『へンリー六世・第三部』『リチャード三世』 歴史劇
60 歴史的研究 『ハムレット』 悲劇
61 歴史的研究 『ハムレット』 悲劇
62 歴史的研究 『マクベス』 悲劇
63 歴史的研究 『ロミオとジュリエット』 悲劇
64 歴史的研究 『尺には尺を』 問題劇
65 歴史的研究 『ジョン王』 歴史劇
66 歴史的研究 『ヘンリー五世』 歴史劇
67 歴史的研究 『冬物語』 ロマンス劇
68 歴史的研究 『二人の血縁の貴公子』　シェイクスピア＆フレッチャー共作 　
69 歴史的研究 シェイクスピア全作品 　
70 レトリック研究 『ルークリース』 詩劇
71 言語的比較研究 『ビーナスとアドゥニス』『ルークリース』『愛人の嘆』 詩
72 作劇術研究 『尺には尺を』 問題劇
73 作劇術研究 『十二夜』 喜劇
74 作劇術研究 『シンベリン』 ロマンス劇
75 作劇術研究 シェイクスピア全作品と能作品や歌舞伎作品 　
76 新歴史主義の限界 歴史劇 　
77 比較文学研究＋ジェンダー研究 複数の「テンペスト」 　
78 比較文学研究 『テンペスト』 ロマンス劇
79 比較文学研究 『タイタス・アンドロニカス』　『ロミオとジュリエット』 悲劇
80 比較文学研究 『タイタス・アンドロニカス』　The Revenger’ s Tragedy 悲劇
81 比較文学研究 『ハムレット』 悲劇
14 小　　林
82 比較文学研究 『ハムレット』 悲劇
83 比較文学研究 『テンペスト』  Ben Jonson's The New Inn ロマンス劇
84 比較文学研究 シェイクスピア全作品 　
85 表象研究 『テンペスト』   ロマンス劇
86 翻訳を媒介とする作品解釈 シェイクスピア全作品 　
　研究方法で最も多い方法は歴史的研究が 11 回、キャラクター研究 10 回、
言語的研究９回、比較文学研究 8 回、上演研究 6 回、種本比較研究 4 回、作









1 言語的研究 『ウィンザーの陽気な女房たち』 喜劇
2 原型研究 『ヴェローナの二紳士』 喜劇
3 言語的研究　＋異性装研究 『お気に召すまま』 喜劇
4 書評研究 『恋の骨折り損』 喜劇
5 上演研究 『じゃじゃ馬ならし』 喜劇
6 キャラクター研究 『ベニスの商人』 喜劇
7 言語的研究 『間違いの喜劇』 喜劇
15シェイクスピア研究の手法
―日本シェイクスピア協会の研究発表より－
8 言語的研究 『間違いの喜劇』 喜劇
9 出産イメージ研究 『夏の夜の夢』 喜劇
10 言語的研究 『空騒ぎ』 喜劇
11 コミュニケーション研究 『十二夜』 喜劇
12 上演劇場研究 『十二夜』 喜劇
13 種本比較研究 『十二夜』 喜劇
14 作劇術研究 『十二夜』 喜劇
15 知的活動と生殖活動研究 『恋の骨折り損』 喜劇
16 喜劇研究 『恋の骨折り損』 喜劇
資料 4
1 キャラクター研究 『尺には尺を』 問題劇
2 作劇術研究 『尺には尺を』 問題劇
3 メタファー研究 『尺には尺を』 問題劇
















1 演劇意識研究 『アントニーとクレオパトラ』 悲劇
2 上演史研究 『タイタス・アンドロニカス』 悲劇
3 森の働き研究 『タイタス・アンドロニカス』 悲劇
4 比較文学研究 『タイタス・アンドロニカス』　『ロミオとジュリエット』 悲劇
5 比較文学研究 『タイタス・アンドロニカス』　The Revenger’ s Tragedy 悲劇
6 ガートルード姦通説研究 『ハムレット』 悲劇
7 キャラクター研究 『ハムレット』 悲劇
8 上演研究 『ハムレット』 悲劇
9 版本研究 『ハムレット』 悲劇
10 歴史的研究 『ハムレット』 悲劇
11 歴史的研究 『ハムレット』 悲劇
12 比較文学研究 『ハムレット』 悲劇
13 比較文学研究 『ハムレット』 悲劇
14 語り研究 『マクベス』 悲劇
15 翻訳と上演研究 『マクベス』 悲劇
16 歴史的研究 『マクベス』 悲劇
17 言語的研究 『リア王』 悲劇
18 版本比較研究 『リア王』　Quarto 悲劇
19 初版本研究 『リア王』二つのテクスト 悲劇
20 キャラクター研究 『ロミオとジュリエット』 悲劇
21 キャラクター研究 『ロミオとジュリエット』 悲劇
17シェイクスピア研究の手法
―日本シェイクスピア協会の研究発表より－
22 キャラクター研究＋歴史的研究 『ロミオとジュリエット』 悲劇
23 歴史的研究 『ロミオとジュリエット』 悲劇
24 言語的研究 『ロミオとジュリエット』 悲劇










（25 番、26 番）場合は、悲劇のすれ違い研究と言語的研究がそれぞれ 1 回ず
つである。『タイタス・アンドロニカス』の研究発表では上演史研究、森の働
き研究、複数作品で取り上げられて（4 番、5 番）、比較文学研究 2 回となっ
ている。『リア王』では言語的研究、版本比較研究、初版本研究となっている。
　悲劇作品では歴史的研究 5 回、キャラクター研究 4 回、比較文学研究 4 回、




1 歴史的研究 『ジョン王』 歴史劇
2 キャラクター研究 『ヘンリー八世』 歴史劇
3 歴史的研究 『ヘンリー五世』 歴史劇
18 小　　林
4 言語的研究 『ヘンリー五世』 歴史劇
5 キャラクター比較研究 『ヘンリー六世・第一部』 歴史劇
6 歴史記述の疑念検証 『へンリー六世・第三部』『リチャード三世』 歴史劇
7 上演研究＋キャラクター研究 『リチャード三世』 歴史劇
8 宗教と政治の関連性研究 『リチャード三世』 歴史劇
9 サリカ法の象徴研究 『リチャード二世』『ヘンリー四世一部』『ヘンリー四世二部』『ヘンリー五世』 歴史劇
10 種本比較研究 『リチャード二世』『ヘンリー四世一部』『ヘンリー四世二部』『ヘンリー五世』 歴史劇










1 作劇術研究 『シンベリン』 ロマンス劇
2 キャラクター研究 『テンペスト』 ロマンス劇
3 比較文学研究 『テンペスト』 ロマンス劇
4 表象研究 『テンペスト』   ロマンス劇
5 比較文学研究 『テンペスト』  Ben Jonson's The New Inn ロマンス劇
6 時間研究 『冬物語』 ロマンス劇
19シェイクスピア研究の手法
―日本シェイクスピア協会の研究発表より－
7 種本比較研究 『冬物語』 ロマンス劇
8 ディスガイズ研究 『冬物語』 ロマンス劇
9 呼びかけ語研究　（言語的研究） 『冬物語』 ロマンス劇
10 歴史的研究 『冬物語』 ロマンス劇
11 キャラクター研究 『冬物語』 ロマンス劇
12 演劇的意味研究 『ペリクリーズ』 ロマンス劇
13 語り研究 『ペリクリーズ』 ロマンス劇
14 原型研究 『ペリクリーズ』 ロマンス劇
15 種本比較研究 『ペリクリーズ』 ロマンス劇
16 舞台表象研究 『ペリクリーズ』 ロマンス劇
　資料 7（ロマンス劇）から分かることは、前にも指摘したように作品数 4 と
いう少なさにもかかわらず、研究発表数は多い。ここで取り上げる単独作品は
『シンベリン』の作劇術研究の 1 回を別にすれば、他の作品は何度も取り上げ
られている。『テンペスト』は 4 回で、比較文学研究 2 回、キャラクター研究、
表象研究となっている。『ペリクルーズ』は 5 回取り上げられ、演劇的意味研究、
語り研究、原型研究、種本比較研究、舞台表象研究とバラエティに富んでいる。
もう 1 作品『冬物語』は 6 回の発表を数え、時間研究、種本との比較研究、ディ
スガイズ研究、呼びかけ語研究（言語的研究）、歴史的研究、キャラクター研
究である。あらゆるアプローチで『冬物語』が研究されていることが分かる。
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22 小　　林
＊本稿は片平会夏期研究会（2006 年８月６日・７日於奈良県）フォーラム「イ
ギリス文学研究における現状と課題」の「シェイクスピア研究の現状と課題」
を担当した際、口頭発表したものに加筆修正したものである。
